2015.02.05

化学工学会　ＣＥ分科会関西　議事録
1． 日時　：平成27年12月7日（月）15：00～17：15
2． 場所　：㈱オオナミ　本社　会議室　＜大阪市西区＞
3． 出席者：清水(ｵｵﾅﾐ)、大石(大石ｺﾝｻﾙ)、岡本(PCM)、平井(三菱日立PS)、藤井(日造)
奈良橋(ｸﾎﾞﾀ環境　記)
4． 議事
１）連絡＆報告事項
・金谷氏への御礼：御本人のご希望もあり、ＣＥ分科会備品のＩＣレコーダーを贈呈。　
・2016年ＣＥ分科会事業計画(案)通り『秋季大会シンポジウム』、『合宿』、『定例会』を主とし

た事業計画を承認。
・ＳＩＳ部会賞　審査委員会委員には　清水分科会長を推薦する。
２）今後のＣＥ分科会のあり方(活性化)について　
①馬場会長より　各分科会へ　
　・ＳＩＳ部会全体として、Ｈ２８年度は赤字の予算案となる見込みで対応に苦慮しており、

各分科会、または部会の主催でセミナーなどを開催し、それによって収入を増やすことにより、
会計を健全に保ち、活動をさらに活性化していくという 好循環を生むようにしていく必要が
あるとして。

・その為、ＳＩＳ部会の各分科会事業活性化を図る要請があり、ＣＥ分科会には
　　
　　　『プラントコスト推算手法を解説するテキストや、できれば 分科会のホームページでデータ
を公開して誰でもダウンロード できるようにする 。』、　『コスト計算を基礎から解説する講習会を実施する。』等の提案が来ている。　　（清水）
②会計的にも　『秋季大会シンポジウム』、『合宿』を事業としてしまうと合宿時徴収の費用と

会費外会計からの補助もＳＩＳ部会会計報告に明記する必要があり、管理費にしてしまうと『定例会』だけで費用は０円で事業とはいえない。　と言った問題がある。　（奈良橋）
③今後のＣＥ分科会のあり方も含め　事業活性化(しないも含め)意見を出してほしい　（清水）

④各意見

　・齋藤さんの　コストハンドブックの改訂版を本会で作ることは不可。　（大石）

　　⇒　それは既に馬場会長に伝えました。　（清水）

　・コスト工学会、ＡＡＣＥ、化学工学会　協力すればどうか。（大石）
　　⇒　今は　この化学工学会のみで考えたい。（清水）

　・まず、化学会社ユーザーの意見を聞くべき。　ユーザーが重要。　（岡本）

　・(過去の)セミナーは知っている。ガイドブック、ハンドブック的なものを作り有償配布
してはどうか（藤井）
・セミナー後のアンケート結果はどうだったのか。参考にすればよい。（藤井）

・社内で言うとセミナーは社外から講師を呼び良く行っている。本会でもどうか。（平井）

・本会への参加目的は他のメーカーの見積担当の情報が入手できること。（藤井）

・結局、会員の増員を図る必要がある。　　（清水）
・セミナーをするにも人数も少なく、皆忙しい。　外部講師にセミナーをしてもらいお金を取って聴衆を集める。　それも無理ならセミナーすべてを外部の組織などに委託する。そしてお金を取り聴衆を集める。（奈良橋）

・それでは単なるセミナー屋になる。（岡本）
・我々も参画すれば、単なるセミナー屋とは言えないと思う。（奈良橋）

・化学工学会主催なら２００万円を学会本部に払う必要がある。（大石）

・規模にも　よりけりでは？　ＣＥ分科会が主催すればよいのでは（奈良橋）

・毎年　共通のテーマを決めて研究することも一つ。各自能力のブラッシュアップを図る必要もある。（清水）　　等々
⑤　まとめ　（清水）
・ＣＥ分科会を活性化するかしないか。　また活性化するならどうすべきか、今までセミナー、

情報提供、テキスト作成　等の意見が出たが増員も含め、アンケートを作り全員に配布する。結果は　西地区は次回２月４日までにまとめることとする。
５）次回は　２月４日（木）１５：００～　クボタ環境サービス　尼崎にて。　
改めて会長より案内状送付。
以　　上
